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む
ら
の
人
口

主
な
内
容

総 数　…　9,296 人 （－ 1）

男 　…　4,531 人 （＋ 7）

女 　…　4,765 人 （－ 8）

世帯数　…　3,342 世帯 （＋ 4）

 （平成 25年 10 月 1日現在）
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運動会シーズン真っ盛り！

西・東保育園運動会（9月 21 日）

ガンバっ
ている

 キミの
姿に金メ

ダル！
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一般会計

歳出
性質別

人件費
7億2,343万円
　　19.4％

扶助費
4億4,272万円 
　　11.9％

公債費
4億1,108万円 
　　11.0％

物件費
4億6,941万円
 12.6％

 補助費等
5億5,639万円
 15.0％

その他の経費

6億2,697万円
 16.9％

普通建設事業
4億9,022万円
 13.2％

歳出
目的別

議会費
6,649万円 1.8％

総務費
6億4,611万円 
　17.4％

民生費
11億2,433万円
　30.2％

衛生費
2億1,578万円 5.8％

農林水産業費
1億3,821万円 3.7％

商工費
1億9,947万円 5.4％

土木費
3億8,969万円 10.5％

消防費
1億3,494万円 3.6％

教育費
3億6,290万円 9.8％

公債費
4億1,108万円 11.0％

その他・災害復旧費など

 3,122万円 0.8％

平
成
24
年
度

　
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算
が
議
会
9
月
定
例
会

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
村
に
入
っ
た
お
金
が
ど
の
よ
う
な
目
的
に
ど
の
く
ら
い
使
わ

れ
た
の
か
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特集

決
算
報
告

広報MIYADA 2

自

 主
 財
 源

依 
存
 財
 源

歳入

県支出金

1億8,992万円
県からの補助金

4.8％

その他

2億4,616万円
6.2％

村債

3億2,700万円
村の借金

8.3％

地方交付税

11億3,631万円
国から地方に交付されるお金

28.8％

村税

12億876万円
村民税、固定資産税

30.6％

繰越金

1億7,012万円
前年度からの繰越

4.3％
諸収入 他

3億3,478万円
負担金、使用料等

8.5％

国庫支出金

3億3,716万円
国からの補助金

8.5％

歳入総額
 39億 5,021万円

歳出総額
 37億 2,022万円

広報 MIYADA 2
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平成 24 年度

特集 決算報告

歳
入
の
特
徴

総
額
39
億
５
０
２
１
万
円
と
な
り
、

前
年
度
よ
り
4
億
４
８
３
９
万
円
減

り
ま
し
た
。

■
主
な
理
由

・ 

景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
減
少
傾
向

で
あ
っ
た
村
民
税
は
平
成
23
年
度
か

ら
反
転
し
、
円
安
で
の
為
替
差
益
に

よ
り
一
部
企
業
の
決
算
状
況
を
反
映

し
た
法
人
税
及
び
個
人
税
と
も
増
収

と
な
っ
た
。
ま
た
、
収
納
体
制
整
備

と
長
野
県
滞
納
整
理
機
構
の
活
用
に

よ
り
、
村
税
全
体
の
収
納
率
は
前
年

と
同
じ
97
・
４
％
で
あ
っ
た
。

・ 

国
庫
支
出
金
が
緊
急
雇
用
等
補
助
事

業
の
縮
小
や
翌
年
度
繰
越
と
し
た
こ

と
に
よ
り
38
・
２
％
減
少
し
た
。

・ 

繰
入
金
に
つ
い
て
、
国
の
経
済
対
策

に
伴
う
基
金
繰
入
が
な
く
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
71
・
５
％
減
少
し
た
。

歳
出
の
特
徴

総
額
37
億
２
０
２
２
万
円
と
な
り
、

前
年
度
よ
り
5
億
８
２
６
万
円
減
り

ま
し
た
。

■
主
な
理
由

・ 

保
育
園
建
設
や
高
齢
者
支
え
合
い
拠

点
施
設
の
完
了
、
村
道
17
号
線
改
良

の
繰
越
な
ど
に
よ
り
建
設
事
業
が

44
・
６
％
減
少
し
た
。

・ 

国
の
緊
急
雇
用
対
策
事
業
の
縮
小
等

に
よ
り
物
件
費
（
賃
金
や
委
託
料
な

ど
）
が
４
・
５
％
減
少
し
た
。

・ 

財
政
調
整
基
金
等
へ
の
積
立
額
が

44
・
９
％
減
少
し
た
。

特別会計

財政指標

会計名 歳入 歳出 差引額

国民健康保険 8 億 5,991 万円 7億 9,773 万円 6,218 万円

介護保険 6 億 3,591 万円 6億 2,459 万円 1,132 万円

後期高齢者医療 8,056 万円 7,861 万円 195 万円

■特別会計

水道事業会計 収入 支出 差引額

収益的収支 1 億 4,987 万円 1億 930 万円 4,057 万円

資本的収支 2 億 518 万円 3億 6,741 万円 △ 1億 6,223 万円

下水道事業会計 収入 支出 差引額

収益的収支 1 億 9,549 万円 3億 581 万円 △ 1億 1,032 万円

資本的収支 2 億 2,083 万円 2億 1,309 万円 774 万円

■企業会計

１．事業収益
・公有地取得事業 23,847,000 円
・土地造成事業 80,016,818 円
・受託事業等 2,875,768 円
　　計 106,739,586 円…①

２．事業原価
・公有地取得事業 22,714,000 円
・土地造成事業 79,204,531 円
・受託事業等 0 円
　　計 101,918,531 円…②
■総利益（①－②） 4,821,055 円…③

３．販売費・一般管理費 668,047 円…④

■事業利益（③－④） 4,153,008 円…⑤

４．前受収益 0 円…⑥
５．事業外収益 10,363 円…⑦
６．事業外費用 926,875 円…⑧

■当期純利益（⑤＋⑥＋⑦－⑧）
 3,236,496 円

■土地開発公社 損益計算書

指　標
宮田村数値

説　明
23 年度 24 年度

実質公債費比率 16.2％ 15.9％
　地方公共団体が 1年間に返済する借入金の大きさを表す指標です。

数値が小さいほど健全です。

　　　　　　　　　（早期健全化基準 25％　財政再生基準 35.0％）

将来負担比率 92.4％ 84.6％
　地方公共団体の将来負担すべき負債金額の大きさを示す指標です。

数値が小さいほど健全です。

　　　　　　　　　（早期健全化基準 350.0％）

財政力指数 0.50 0.48
　一定の行政サービスを行う経費に対し、どれだけ自前の財源で対応でき

るかを表す指数です。数値が高いほど財源に余裕があることになります。

経常収支比率 81.2 75.0
　村税などの一般的収入に対し、人件費や公債費など毎年支払わなければ

ならない支出がどのくらいの割合を占めているか表す指標です。数値が低

いほど財政にゆとりがあり、70～ 80％未満が妥当とされています。
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主な事業

貯金借金

村のお金を使って行った事業を紹介します。代表的な事業として、

次のようなことを行いました。

最近 3年間の村の基金（貯金）と起債（借金）の状況を紹介します。

安全歩行空間の創出のため歩道等の
道路整備と環境整備を実施

村道17号線道路改良工事
 事業費 1億1,562万円

小学校トイレ改修とあわせ洋式トイ
レの設置

小学校トイレ改修工事
 事業費 4,743万円

平成 23 年の落石被害を受けた黒川
井の頭首工と水門ゲートの改修工事

黒川井頭首工工事
 事業費 1,690万円

河原町生きいきふれあい介護プラザ
等施設整備に対する補助金交付

地域介護・福祉空間等施設整備事業
 事業費 6,855万円

役場庁舎の耐震補強工事及び議場の
一部改修

役場庁舎耐震補強工事
 事業費 3,488万円

誕生祝金、保育料助成金、輝く子育
て応援金の支給

輝く子育て応援事業
 事業費 629万円

H22 H24H23

13億 247万円

13億 1,063万円 13億6,109万円

5,862万円
増減

村の基金（貯金）の残高

H22 H24H23

39億 7,680万円

39億 6,264万円 39億4,915万円

3億2,700万円発行額

3億5,464万円元金償還額

村の起債（借金）の残高

14万7,193円
貯金

42万7,074円
借金

村民一人あたり
 に換算すると…

▲2,764万円
増減
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村民一人あたりに使われたお金

一般会計 42 億 2,849 万円を

  村民1人あたりにしてみると…　　　40万2,317 円  が使われました。
  主な費目は次のようになります。

（平成 25 年 3月 31 日現在の人口：9,247 人）

総務費

69,873円

土木費

42,143円

衛生費

23,335円

教育費

39,246円

民生費

121,589円

消防費

14,594円

農林水産業費

14,946円

公債費

44,456円

議会費

7,191円

商工費

21,571円

議会の運営

商工業や観光の振
興など

一般事務経費など
通常必要とされる
事業

道路・河川の整備
など

健康づくりやごみ
処理、環境の推進
など

保育園及び学校教
育、生涯学習など
教育の充実

高齢者・児童・障
がい者福祉の充実
など

常備消防及び消防
団、自主防災など

農林業の振興や林
道整備など

事業のために借り
たお金の返済金

平成 24 年度

特集 決算報告

問総務課 管理財政係 ☎ 85-3181

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
平
成
21
年
6
月
1
日
よ

り
、す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

も
し
、
就
寝
中
や
誰
も
い
な
い
部
屋
で
火
災
が
発
生

し
て
も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
あ
れ
ば
、
素
早
く

気
付
く
こ
と
が
で
き
、
避
難
、
初
期
消
火
、
１
１
９

番
通
報
を
早
急
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
切
な
生
命
や
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！
住
宅
用

火
災
警
報
器
に
つ
い
て
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

消
す
ま
で
は 

心
の
警
報 

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

〜
火
災
予
防
へ
の
関
心
を
深
め
よ
う
〜

全
国
統
一
防
火
標
語

11
月
9
日
（
土
）
〜
15
日
（
金
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
お
済
み
で
す
か
？

問
伊
南
行
政
組
合 

消
防
本
部

 

☎
81
‐
０
１
１
９

　
秋
は
空
気
が
乾
燥

し
、
年
間
を
通
し
て

も
っ
と
も
住
宅
火
災
の

発
生
し
や
す
い
季
節
で

す
。
大
切
な
住
宅
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
に
、

次
の
こ
と
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
火
災
予
防
を

 

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

① 

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る
。

② 

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
は
燃
え
や
す

い
も
の
は
置
か
な
い
。

③ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。
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下
水
道
の
正
し
い
使
い
方

み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
っ
て
快
適
な
環
境
を

　
下
水
道
は
私
た
ち
の
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

か
ら
出
る
炊
事
・
洗
濯
・
ト
イ
レ
な
ど
の
汚

れ
た
排
水
を
下
水
道
管
で
集
め
、
下
水
道
処

理
施
設
で
微
生
物
が
汚
水
を
き
れ
い
な
水
に

し
て
川
へ
返
し
て
い
ま
す
。

　
宮
田
村
の
下
水
道
事
業
は
、
昭
和
60
年
6

月
に
宮
田
西
部
地
区
が
供
用
開
始
し
て
か
ら

26
年
が
た
ち
ま
す
が
、
下
水
道
の
処
理
施

設
に
は
時
々
「
え
っ
？
こ
ん
な
も
の
流
し

ち
ゃ
っ
た
の
？
」
と
思
う
も
の
が
流
れ
て
来

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
衣
類
が
流

れ
て
き
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ(

＝
マ
ン

ホ
ー
ル
内
に
設
置
し
て
あ
る
ポ
ン
プ
で
汚
水

を
各
処
理
施
設
へ
送
る
た
め
の
中
継
機
器)

に
絡
ん
で
し
ま
い
修
理
を
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
も
し
、
こ
れ
が
自
宅
内
の
排
水
管

で
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
取
り
除
く
の
は

と
て
も
大
変
で
す
。

　
そ
こ
で
、
下
水
道
の
利
用
も
正
し
く
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
再
度
下

水
道
の
使
い
方
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
の

で
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

危
険
物
は
下
水
に
捨
て
な
い
で

　
ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
石
油
等
は
気

化
し
て
爆
発
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
割
り
箸
、
野
菜
く
ず
、
ラ
ー
ド
、
紙

オ
ム
ツ
、
生
理
用
品
、
ビ
ニ
ー
ル
製
品
な

ど
は
下
水
を
詰
ま
ら
せ
ま
す
の
で
絶
対
に

下
水
に
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

洗
剤
の
使
用
に
注
意
し
て

　
富
栄
養
化
（
＝
湖
沼
や
湾
な
ど
の
水
域

で
窒
素
や
リ
ン
な
ど
の
「
栄
養
塩
類
」
が

多
く
な
る
こ
と
で
す
。）
防
止
の
立
場
か

ら
洗
剤
を
買
う
時
は
、
石
け
ん
や
無
リ
ン

合
成
洗
剤
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
洗
剤
は
多
く
使
え
ば
そ
れ
に
応
じ
て
洗

浄
力
が
よ
く
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
計
量
カ
ッ
プ
で
量
を
計
り
、
目
分
量

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

広報MIYADA 6

宮田アクアランド
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下
水
道
管
は
血
管
と
同
じ
で
す
。
油
類
、
悪
質
下
水
、
薬
品
類
な
ど

を
流
す
と
下
水
管
が
詰
ま
っ
た
り
、
悪
臭
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
ま

た
、
汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
す
る
働
き
は
微
生
物
で
す
。
有
害
な
物
を

含
ん
だ
汚
水
は
微
生
物
が
死
ん
だ
り
弱
っ
た
り
し
て
、
き
れ
い
な
水
に

す
る
事
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

　
み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
っ
て
快
適
な
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
問
建
設
課 

上
下
水
道
係 

☎
85
‐
５
８
６
２

風
呂
場
や
洗
面
所
に
髪
が

 

つ
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　
風
呂
場
や
洗
面
所
の
排
水
口
に
髪
の
毛

が
つ
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
使
っ
た
あ
と

は
必
ず
取
り
除
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

宅
内
の
下
水
道
設
備
の
定
期
点
検
を

　
台
所
や
浴
室
等
に
設
け
て
あ
る
排
水
ま

す
（
ト
ラ
ッ
プ
ま
す
）
や
排
水
管
は
と
き

ど
き
点
検
し
て
、土
砂
や
汚
物
を
除
去
し
、

清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ン
ホ
ー
ル
の
「
ふ
た
」
を

 

開
け
な
い
で

　
マ
ン
ホ
ー
ル
、
雨
水
ま
す
、
公
設
ま
す

の
「
ふ
た
」
を
開
け
る
こ
と
は
、
人
身
事

故
や
大
雨
時
に
下
水
が
吹
き
出
す
原
因
と

な
り
非
常
に
危
険
で
す
。

悪
臭
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　
下
水
管
か
ら
の
悪
臭
や
ガ
ス
の
逆
流
を

防
ぐ
た
め
、
台
所
、
風
呂
場
、
洗
面
所
な

ど
の
排
水
管
に
ト
ラ
ッ
プ
（
防
臭
装
置
）

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

台
所
の
調
理
く
ず
は
決
し
て
流
さ
な
い

　
調
理
く
ず
は
目
の
細
か
い
コ
ー
ナ
ー
や

コ
ー
ナ
ー
に
備
え
た
紙
袋
な
ど
で
受
け
、

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
米
の

と
ぎ
汁
は
庭
木
へ
、
野
菜
く
ず
は
土
壌
へ

還
元
す
る
と
肥
料
に
な
り
ま
す
。）

食
用
廃
油
（
天
ぷ
ら
油
等
）
は

 

下
水
に
流
さ
な
い

　
フ
ラ
イ
パ
ン
や
天
ぷ
ら
な
べ
等
を
洗
う

と
き
は
油
を
別
容
器
に
移
し
、
一
度
紙
等

で
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。（
別

容
器
に
と
っ
た
食
用
油
は
リ
サ
イ
ク
ル

へ
、
拭
き
取
っ
た
紙
類
は
燃
え
る
ご
み
へ

お
願
い
し
ま
す
。）

水
洗
ト
イ
レ
、
溶
け
な
い
紙
に

 

ご
用
心

　
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
は
、

下
水
管
の
つ
ま
り
の
原
因
に
な
っ
た
り
し

ま
す
の
で
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

広報MIYADA7

下水道の正しい使い方
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ケーブルテレビ１ch
■毎週金曜日 19 時入れ替え

■放送時間  6:30  8:30 12:30

 19:00 21:00 23:00

よろこび
は な い

井　志
しゆ う

優くん 町二

 祐
ゆう じ

治・恵
めぐみ

さん

髙
こうさか

坂　篤
あつき

生くん 町三

 望
のぞむ

・一
かず え

枝さん

丸
まるやま

山　惺
せいしろう

志朗くん 町一

 慎
しんぺい

平・麻
ま き

紀さん

須
すな が

永　想
そう

ちゃん 町二

 次
じろ う

郎・理
みちよ

葉さん

かなしみ
向
むかいやま

山　輝
てるお

男さん 88歳 新田

 敏
さとし

さん・父

谷
たにかわ

川　政
まさはる

治さん 82歳 北割

 郁
いく お

夫さん・父

神無月

今月の納税 など
村県民税 第 3期
国民健康保険税 第 5期
後期高齢者医療保険料 第 4期
 納期限・振替日　10/31（木）

水道料・下水道使用料
今月は… 町 1，町 2，大田切
 大久保，中越，つつじが丘

相談日
■心配ごと・行政相談
10/20（日）・11/17（日）
午後１時～３時  場所：なごみ家

■結婚相談
10/23（水）11/13（水）
午後６時～８時　場所：デイサービスセンター

くらしの情報 INFORMATION

10/18 ～ 中学校梅樹祭

10/25 ～ TV こまうすゆきそう 1ch

11/ 1 ～ 冬の水道・浄水場紹介

11/ 8 ～ 情報発信チャンネルみやだ

11/15 ～ 商工会だより

10OCTOBER

Q&A役場でよくあるご質問

問住民課 環境係　☎ 85-5861

Vol. 022

長野県シニア大学
 伊那学部公開講座

　地域に開かれた大学を目指す

とともに、シニア大学の普及と

理解を広めることを目的として

講座のひとコマを一般に公開し

ます。

■日時 11月 5日（火）
 10:20～ 12:30
■会場 いなっせ 6階ホール

■定員 200 名

■内容

講座『楽しく元気な年配者』

講師  笑い療法士城取茂美氏

　参加費は無料で、事前申込は

不要です。

問長野県長寿社会開発センター
　伊那支部 ☎ 76-6863

くらしの困りごと相談

　不動産の登記、年金、建築や

農地など役所の仕事についての

相談、また法律相談などを受け

付ける一日合同行政相談所を開

催します。

　相談は無料で、秘密は守られ

ます。事前の予約は不要です。

お気軽にご利用ください。

■日時 10月 22日（火）
 午後 1時から午後 4時
 （受付は3時30分まで）

■場所 伊那市役所

 1 階多目的ホール

問総務省長野行政評価事務所
 ☎ 026-235-5566

長野県技術専門校（７校）
 で訓練生募集開始！

【受付期間／入校選考】

普通課程

推薦入校 10 月１日～ 10 月 15 日

 ／ 10 月 25 日

一般入校 11 月 1 日～ 11 月 15 日

 ／ 11 月 25 日

短期課程（平成 26 年 4 月入校）

第１回 12 月 20 日～ 1月 10日

 ／ 1月 20 日

第２回 1 月 29 日～ 2月 12 日

 ／ 2月 19 日

　詳細は長野県ホームページを

ご覧ください。

問長野県商工労働部人材育成課
 ☎ 026-235-7199

Q ごみ袋のチケットを使い切って
しまいました。どうればよいで

しょうか？また、チケットを失

くしてしまったときはどうすれ

ばよいでしょうか？

A どちらの場合も役場窓口で有料チケットを購入して
いただくことになりますのでご注意ください。

 　（1,500 円／枚）

 資源小屋や拠点収集を利

用して、チケットが足り

るように使いましょう。

紙おむつ使用など、条件

によってはチケットの追

加ができます。

皆
さ
ん
で
ご
み
を

 

減
ら
し
ま
し
ょ
う
！

広報 MIYADA 8
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「お知らせ」「募集」「相談」など、くらしに役立つ情報満載のコーナー
▼宮田村役場　☎ 0265-85-3181 ㈹　FAX 0265-85-4725

▼村民会館（教育委員会・公民館・図書館）　☎ 85-2314　　 ▼老人福祉センター　☎ 85-4128

宮田村公式ホームページ http://www.vill.miyada.nagano.jp

「産業振興推進
 マネージャー」募集

　村では「活力ある宮田村づく

り」を推進するため、産業課に

代わり「産業振興推進室」を設

置します。これにともない村長

の特命により企業誘致、農商工

連携の推進、観光振興など幅広

く対応していただく「産業振興

マネージャー」を募集します。

■応募要件

企業誘致 ･農商工連携・観光振

興など意欲をもって取り組んで

いただける方。年齢は問いませ

ん。

■募集期間 10月 25日（金）
詳細はお問い合わせください。

問総務課 ☎ 85-3181

　後納制度は、国民年金保険料

を納めることができる期間を過

去 2年から 10 年に延長したこ

とにより、納められなくなった

保険料が納められるようになっ

たものですが、後納制度が利用

できるのは平成 27 年 9 月 30

日までですので、後納制度を利

用する方は早めのお申込みが大

切です。

問伊那年金事務所 ☎ 76-2099
　国民年金保険料専用ダイヤル

 ☎ 0570-011-050

■懇談内容

① 村長あいさつ及び村政政策

について

② 国道 153 号線バイパス・踏

切の廃止について（建設課）

③ 宮田村健康増進計画

 （福祉課 保健予防係）

④ その他行政全般の懇談

■日程 午後 7時から
10月 10日 （木） 北割区

10月 12日 （土） 大原区

10月 14日 （月） 町１区

10月 16日 （水） 町３区

10月 17日 （木） 新田区

10月 19日 （土） 南割区

10月 23日 （水） 大田切区
10月 24日 （木） 町２区

11月  7日 （木） つつじが丘区
11月 11日 （月） 中越区

11月 12日 （火） 大久保区
■場所

各地区の高齢者支え合い拠点施設

問総務課 企画情報係 ☎ 85-3181

「村長と語ろう会」
 を随時開催します

　多くの村民の皆様方の声をお

聞きするために、村内各種団体

（5人程度以上）等対象にして

「村長と語ろう会」を開催しま

す。団体の皆様方との懇談を希

望していますので、申し込みを

お待ちしております。

問総務課 ☎ 85-3181

あなたの街の法律家
 行政書士無料相談会

■日時 10月 19日（土）
 午前 10時～午後 4時
■場所 伊那市立図書館

 駒ヶ根市赤穂公民館

■相談内容

　相続書類や遺言、官公庁の許

認可届出、身近な困り事をお気

軽にご相談ください。

問長野県行政書士会伊那支部
 ☎ 73-2208

国民年金保険料
 納付可能期間を延長

　国民年金は、20 歳から 60 歳

までの 40 年の間、国民年金保

険料を納めていただくことで、

65 歳から満額の老齢基礎年金

を受給できる制度です。

　しかし、保険料を納められな

かった場合や、届出を忘れたこ

とで国民年金の資格期間がない

場合は、年金の受給額が少なく

なったり、年金そのものが受給

できなくなることがあります。

このような事態にならないため

に、過去 10 年までに納められ

なかった保険料は、後納制度を

利用すると納付することができ

ます。

地区別行政懇談会を
 開催します

　村長を囲んで行政全般につい

て懇談する良い機会ですので、

ご出席をお願いします。

保育園入園申し込み説明会

　平成 26 年 4 月 1 日からの保

育園入園希望者説明会を以下の

とおり行います。

■日時 10月 27日（日）
 午前 10時～
■会場 村民会館 2階
 第 3・4・5研修室
■持ち物

保育園ご案内・保育園入園申

込書・記入例（お手元に配布

された方）・筆記用具

※ お子さんと一緒に来ていただく必要

はありません。代理のご家族でも可。

■申込書受付期間

 10 月 28 日㈪～ 11 月 29 日㈮

【ご注意】

　３歳未満、２年保育、年度途

中での入園や 10 月 2 日以降宮

田村へ転入し入園を希望される

方は、申込用紙等を教育委員会

こども室（村民会館内）でお受

け取りいただき説明会へご参加

ください。

　入園申込書提出期限は必ずお

守りください。 11 月 29 日（金）

問教育委員会 こども室
 ☎ 85-2314

行政相談週間にあわせ
 総合相談所を開設

■日時 10月 23日（水）
 午前 9時から正午まで
■場所 役場　第１会議室

■相談員 行政相談員

 人権擁護委員　民生児童委員

■その他 相談無料で秘密は厳

守します。予約は不要ですが、

お待ちいただく場合がござい

ますのでご了承ください。

問総務課 総務係 ☎ 85-3181

広報 MIYADA9
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康
福 祉
健

福祉課 福祉係 /保健予防係

 高齢者の教室 会場：老人福祉センター

保健ごよみ 10/16～11/15

10/13

10/14

10/20

10/27

11/ 3

11/ 4

11/10

秋城医院（内・小） 駒：83-2805

北原医院（内） 宮：85-2214

前澤病院（内・外） 駒：83-2151

神戸医院（内・小） 駒：82-3522

かしの実クリニック（内） 駒：98-0590

まつむら小児科医院（小） 駒：81-4700

山村眼科整形外科（整） 駒：82-6611

よこやま耳鼻咽喉科医院（耳） 駒：81-0185

緊急当番医 宮=宮田村　駒=駒ヶ根市

▼高齢者閉じこもり予防教室
（9:30 から）

10 月 30 日（水）

11 月 06 日（水）

11 月 13 日（水）

▼高齢者転倒予防教室
（13:00 から）

10 月 24 日（木）

11 月 14 日（木）

▼高齢者権利擁護相談
ご相談随時受け付けます

 なごみ家ごよみ

▼手芸の日
10 月 16 日（水）

午前 9時 30 分から 12 時

▼辰野恒雄先生の
　　子育てママサロン

10 月 21 日（月）

午前 10 時から 11 時 30 分

▼童謡の会
10 月 23 日（水）

午後 1時 30 分から

▼秋のおやつ作り
10 月 31 日（木）

午後 1時から

　※参加希望の方は、前日までに申し込みください。

▼陶芸の日
11 月 8 日（金）

午後 1時 30 分から

▼おやき作り
11 月 21 日（木）

午前 10 時から

　☆持ち物　エプロン、三角巾、材料費
　※参加希望の方は、前日までに申し込みください。

☎85-2922
開館　月～土曜
午前 9時～午後 5時

 介護者の教室
▼家族介護者リフレッシュの会

会場：老人福祉センター
（10:00 から）

10 月 11 日（金）

11 月 13 日（水）

※心身の疲れを開放し癒しましょう！ぜひご参加を！

▼認知症介護者語らいの会
（9:30 から）

11 月 07 日（木）

※認知症の介護のことを語りましょう！

■母と子　健診・相談など
4ヵ月児健診 午後 0:20

11/ 7（木） 対象：H25 年 7 月生まれ

10 ヵ月児健診 午後 0:40

11/ 7（木） 対象：H25 年 1 月生まれ

1 歳半児健診 午後 1:00

11/ 7（木） 対象：H24 年 5 月生まれ

7 ヵ月児育児相談 午前 9:15

10/22（火） 対象：H25 年 3 月生まれ

2 歳児歯科健診 午後 0:30

10/25（金） 対象：H23 年 8 ～ 10 月生まれ

2 歳半児育児相談 午前 9:15

10/29（火） 対象：H23 年 3・4 月生まれ

相談日（子育て・離乳食・ママの部屋）

10/24（木） 離乳食実習なし、相談のみ

11/14（木） 母乳相談なし　午前 9:00

　対象：どなたでも（子育て相談は要予約）

うぶごえ講座 10/17（木）11/ 9（土）午前 9:30

■予防接種
10/16（水）　午後 0:20　対象：該当児

MR（麻疹・風疹）日本脳炎

11/13（水） 午後 0:30　対象：該当児

4 種混合（ジフテリア＋破傷風＋百日咳＋ポリオ）

ＢＣＧ

■成人　健診・相談など
健康相談日 10/24（木）11/14（木）午前 9:00

 （心の相談は要予約）

肺がん検診 10/30（水）11/12（火）指定の時間

国保特定健診・さわやか健診・はつらつ健診

 10/23（水）指定の時間

（ H25 年 4 月以降に国保特定健診・さわやか健

診・はつらつ健診を受診していない方）

※ 指定のあるものを除き、会場はすべて老人

福祉センターです。

■毎月 19日は「食育の日」

みんなで やろう だいじなひとづくり

■平成 25 年度の目標
『朝食ではじまる元気な一日』
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な
ご
み
家

な
ご
み
家

住
民
参
加
型
福
祉
施
設

　
問
な
ご
み
家 
☎
85
‐
２
９
２
２

「
さ
く
ら
」
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
県
大
会
に
出
場
！

　
心
を
支
え
る
仲
間
作
り
の
会
「
さ
く

ら
」
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
チ
ー
ム
が
、
第

13
回
長
野
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
き
ま
し

た
。
山
形
村
の
会
場
に
県
内
10
チ
ー
ム

が
集
ま
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
あ
と
少

し
で
決
勝
戦
！
と
い
う
結
果
で
し
た
。

メ
ン
バ
ー
よ
り
「
楽
し
か
っ
た
！
」
の

声
が
上
が
り
今
後
が
楽
し
み
で
す
。

Health ＆Welfare

　
日
増
し
に
秋
が
深
ま
り
、
入
居
者
様

と
食
欲
の
秋
を
満
喫
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
プ
ラ
ム
の
里
で
は
9
月
16
日
に
村
長

さ
ん
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
皆
様
を
お

迎
え
し
、敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

白
寿
・
米
寿
・
喜
寿
・
百
歳
の
お
祝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
祝
い
の
記
念

品
を
お
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
涙
ぐ

ん
で
喜
ん
で
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
年
は
百
歳
の
方
が

2
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
職
員
も
そ
ん
な
お
姿
を
見
て
、
ま
す

ま
す
お
元
気
で
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
よ
り
一
層
願
い
ま
し
た
。

　
問
プ
ラ
ム
の
里 

☎
84
‐
１
３
１
１

プラムの里

地域の中でその人らしく
 輝く生活を支援します

10
回
目
を
迎
え
た
作
品
展
＆
コ
ン
サ
ー
ト

　
日
頃
な
ご
み
家
を
利
用
し
て
下
さ
る

み
な
さ
ん
が
、
手
工
芸
品
、
絵
画
、
写

真
な
ど
多
く
の
作
品
を
持
ち
寄
り
、
9

月
29
日(

日)

か
ら
第
10
回
な
ご
み
家

利
用
者
作
品
展
を
行
い
ま
し
た
。
ど
れ

も
個
性
豊
か
な
力
作
ぞ
ろ
い
で
、
訪
れ

た
み
な
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
下
さ
い
ま

し
た
。

　
ま
た
29
日
は
午
後
か
ら
お
楽
し
み
コ

ン
サ
ー
ト
も
開
催
。
歌
や
演
奏
、
ダ
ン

ス
な
ど
、
会
場

の
み
な
さ
ん
が

一
つ
に
な
っ
て
、

に
ぎ
や
か
な
ひ

と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

乳がんを予防
10 月は乳がん撲滅月間です

　乳がんはもともと欧米人に多く、日本人には少ない

といわれてきましたが、最近は日本人女性の間でも急

増しています。

　乳がんが一番多く見られるのは、40 歳代から 50 歳

代にかけてですが、30 歳を過ぎたころから急に増え

始めるので、30 歳以上の人はとくに注意が必要です。

　乳がんは、がんの中でも唯一、自分で早

期発見が可能ながんです。早期発見すれば

治癒率も高いので、月１回定期的な自己検

診（右図）を心がけましょう！

　早期発見・早期治療につなげるためには、

乳がん検診が有効です。定期的に検診を受

けるようにしましょう。

次の方は注意しましょう。

① 近親者に乳がんをわずらった人がいる

② 出産経験がない人、初産年齢が 30 歳以

上の方、

③ 初経年齢が早く、閉経年齢が遅い

④ 40 歳以上である

自己検診が早期発見のカギ！

定期的に、乳がん検診を受けましょう！

少しでも異常を感じたら、すぐに専門医の診察を受けましょう。

★ 両腕を下げた状態、上げた状

態で乳房を観察します。

★ 左右の乳房を見比べながらく

ぼみやひきつれ、乳頭部のへ

こみや湿疹、ただれがないか

調べましょう。

★ あおむけに寝て調べる方の腕

をあげます。反対の手の指を

３本そろえ、指の腹で触って

乳房全体や脇の下を調べます。

★ 肩の下に薄い枕や座布団を敷

くと、乳房が平らに広がるの

で調べやすくなります。

★ 乳頭を軽くつまんで、血のよ

うな分泌液が出ないかどうか

調べましょう。
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創
 中学校第 55 回梅樹祭　9月 27・28 日　　

～作り出そう自分たちの手で心に残る今を～
　全校の手形で作られたステージバックを披露し開会した梅樹
祭。一日目は自分の意見を主張する弁論会や演劇部の発表が行わ
れました。午後は梅樹祭の目玉である「我らの広場」で優勝を目
指して、クラスの団結する姿がいたるところで見られました。
　二日目は、吹奏楽部演奏会から
始まり、総合的な学習の時間の内
容を中心とした学習発表があり、
地域の方を講師に招いて行われた
「チャレ☆トラ」が行われました。
全校が一つになって創り上げた梅
樹祭となりました。

名
 小学校 3年生　りんご作り体験　10 月 1 日

前が書かれたりんご！
　学校給食を育てる会の協力で、毎年小学校 3年生がリ
ンゴ作り体験をしています。各クラスで２本「陽光」の木
をフルーツファームひおくから提供していただき、摘果、
葉摘み、袋かけ、収穫を体験します。この日はまだ赤くな
いりんごに、自分の名前を書いたシールを貼り付けまし
た。これらの体験を通じて子どもたちは農業を学ぶひとつ
のきっかけになっています。

元
 東・西保育園 運動会　9月 21 日

気いっぱいおまつり運動会！
　今年は「元気いっぱいおまつり運動会」をテーマに開催された
東保育園と西保育園の運動会。子どもたちは秋空の下、元気いっ
ぱいに日頃の練習の成果を発揮していました。

▲弁論会　　　▲我らの広場
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聴
 長野県知事 日本聴導犬協会訪問　10 月 1 日

導犬・介助犬に理解
　阿部知事が社会福祉法人日本聴導犬協会を訪れまし
た。会談では会長の有馬さんから「資金面や聴導犬・
介助犬を必要とする方への情報提供に課題があり、そ
もそも聴導犬や介助犬の認知度が低い」と現状の問題
点が提起され、阿部知事からは「必要としている方へ
情報が伝わらないのは問題だ」と話し、聴導犬や介助
犬への理解を示されていました。

TOPICS  むらの話題と出来事
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Interview
元県議会議員

 小田切　行雄 さん

　
今
後
は
長
生
き
し
た
く
な
い
っ
て
い

え
ば
嘘
に
な
る
。
か
え
っ
て
社
会
に
迷

惑
を
か
け
る
く
ら
い
な
ら
生
き
た
く
な

い
し
、
そ
こ
ら
へ
ん
は
難
し
い
ね
。
で

も
迷
惑
を
か
け
な
け
れ
ば
こ
の
状
態
が

続
く
な
ら
生
き
て
社
会
が
変
わ
っ
て
い

く
姿
を
見
続
け
た
い
。

　
村
長
を
し
て
い
た
頃
は
誇
り
も
あ
っ

た
し
、
俺
は
え
ら
い
と
い
う
意
識
が

あ
っ
た
。
村
の
将
来
の
た
め
を
思
う
の

な
ら
、
有
識
者
や
年
寄
り
を
集
め
て
飯

で
も
食
い
な
が
ら
対
談
を
す
る
。
将
来

の
道
筋
は
そ
の
雑
談
の
中
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
れ
ば
い
い
。

　
今
年
度
百
歳
を
迎
え
る
方
に
県
と
国
か
ら
賞
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
元
宮
田
村
収
入
役
、
助
役
、
村
長
な
ど
歴
任
し
、

長
野
県
議
会
議
員
を
9
期
35
年
5
ヶ
月
務
め
ら
れ
た
小
田
切

行
雄
さ
ん
（
北
割
）
の
自
宅
に
長
野
県
知
事
が
訪
れ
、
当
時

の
こ
と
な
ど
を
対
談
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
百
歳
を
迎
え

ら
れ
た
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

阿部知事との対談でも記憶がはっ

きりしているし、衰え知らずの小

田切さん。長生きの秘訣は？の質

問に「その質問は何回も聞かれる

けど、別になし。酒はほどほど、

これをピシャッと守ればよし。」

気
力
と
能
力
は
負
け
な
い
よ

お
 信州みやだワイン『紫輝』仕込み式　10 月 3 日

いしいワインに期待大！
　本坊酒造㈱にて『紫輝』の仕込み式が行われました。今年
のヤマソービニオンも、評価の高かった昨年並みの糖度に達
し、とても期待がされます。さらにコールドマセレーション
という醸造方法で、よりフルーティな仕上がりになります。
　また、12 月 7 日（土）には信州みやだワイン『紫輝』
2013 の解禁イベント「ワインまつり」が開催されます。昨
年より 1時間早い正午開会（11 時半受付開始）で、参加費
はお一人様 1,000 円です（未成年者は無料）。多くの方のお
越しをお待ちしています！ ワイン

まつり

■日時 12月 7日（土）
 午後 12時から
■会場 宮田村体育センター
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人
事
案
・
決
算
認
定
案
な
ど

24
議
案
を
可
決
・
認
定

平成25年 第 3回議会

　平成 25 年第 3回議会定
例会は、9月 10 日から 19
日までの 10 日間の会期で
開催され、人事案、決算認
定案、補正予算案など 24
議案が提案され、いずれも
原案どおり可決、認定され
ました。
　提案された議案の内容は
次のとおりです。

人
　
事

宮
田
村
固
定
資
産
審
査
委
員
の
選
任
に
関
す

る
同
意

　
10
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
に
町
１
区
の
小
町
屋
勝
也
氏

（
52
歳
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
25
年
11
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
10
月
31
日

ま
で
の
3
年
間
で
す
。

条
　
例

宮
田
村
大
規
模
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
促
進

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
事
業
者
が
、
新
た
に
最
大
出
力
50
Ｋ
Ｗ
以

上
の
大
規
模
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る

た
め
に
取
得
し
た
土
地
及
び
設
備
に
係
る
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
価
格
に
つ
い
て
、
課

税
開
始
か
ら
10
年
を
期
限
と
し
て
、
最
初
の

５
年
間
は
100
％
減
額
、
そ
の
後
の
５
年
間
は

70
％
減
額
す
る
も
の
で
す
。

宮
田
村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
設
置
条
例
の

制
定

　
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
わ
な
の
設
置
な
ど
に

よ
る
被
害
防
止
活
動
の
向
上
の
た
め
実
施
隊

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

宮
田
村
こ
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
制
定

　
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
設
置

す
る
も
の
で
す
。

宮
田
村
課
設
置
条
例
等
の
一
部
改
正

　
企
業
誘
致
の
促
進
、
既
存
企
業
の
支
援
な

ど
の
産
業
振
興
、
農
商
工
連
携
の
推
進
、
観

光
振
興
な
ど
「
活
力
あ
る
宮
田
村
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
に
、
現
在
の
「
産
業
課
」

を
改
め
「
産
業
振
興
推
進
室
」
を
設
置
し
、

村
長
の
特
命
に
よ
り
「
産
業
振
興
チ
ー
フ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
を
配
置
す
る
も
の
で
す
。

宮
田
村
福
祉
医
療
費
特
別
給
付
金
条
例
の
一

部
改
正

　
乳
幼
児
等
の
医
療
費
に
係
る
給
付
対
象
年

齢
を
、満
18
歳
ま
で
に
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

宮
田
村
輝
く
子
育
て
応
援
条
例
の
一
部
改
正

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
誕
生
祝

金
に
つ
い
て
第
2
子
2
万
円
、
第
3
子
6
万

円
、
第
4
子
10
万
円
、
第
5
子
以
上
20
万
円

に
拡
充
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、「
認
可
外

保
育
施
設
通
園
者
支
援
事
業
」
を
あ
ら
た
に

加
え
、
対
象
者
に
は
児
童
1
人
に
つ
き
月
額

2
千
円
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

決
　
算

平
成
24
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算　
歳
入
総
額
39
億
５
０
２
１
万
5
千
円
、
歳

出
総
額
37
億
２
０
２
２
万
8
千
円
で
差
引
額

2
億
２
９
９
８
万
7
千
円
、
実
質
収
支
は

1
億
９
１
５
５
万
5
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

　
歳
入
総
額
8
億
５
９
９
１
万
2
千
円
、
歳

出
総
額
7
億
９
７
７
２
万
5
千
円
で
差
引
額

６
２
１
８
万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

差
引
額
は
、
国
庫
支
出
金
等
の
精
算
に
よ
る

償
還
金
等
に
当
て
る
た
め
、
25
年
度
へ
繰
り

越
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
宮
田
村
介
護
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

　
歳
入
総
額
6
億
３
５
９
１
万
2
千
円
、
歳

出
総
額
6
億
２
４
５
９
万
7
千
円
で
差
引
額

１
１
３
１
万
5
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

差
引
額
に
は
、
給
付
等
の
精
算
金
を
含
ん
で

お
り
、
25
年
度
会
計
へ
繰
越
し
精
算
さ
れ
ま

す
。

平
成
24
年
度
宮
田
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
歳
入
総
額
８
０
５
６
万
1
千
円
、
歳
出
総

額
７
８
６
０
万
5
千
円
で
差
引
額
１
９
５
万

6
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
差
引
額
は
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
未
確
定
納
付

金
分
で
、25
年
度
へ
繰
越
し
精
算
さ
れ
ま
す
。

平
成
24
年
度
宮
田
村
水
道
事
業
会
計
決
算

　
収
益
的
収
支
は
、
事
業
収
益
1
億
４
９
８

７
万
5
千
円
、
事
業
費
用
1
億
９
３
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
当
年
度
純
利
益
は
、
３
８

３
８
万
8
千
円
で
し
た
。
ま
た
、
資
本
的
収

支
は
、
資
本
的
収
入
は
2
億
５
１
８
万
7
千

円
、
資
本
的
支
出
は
、
3
億
６
７
４
１
万
3

千
円
で
不
足
す
る
額
に
つ
い
て
は
、
建
設
改

良
積
立
金
、
減
債
積
立
金
及
び
過
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
に
よ
り
補
て
ん
し
て
あ
り

ま
す
。

平
成
24
年
度
宮
田
村
下
水
道
事
業
会
計
決
算

　
収
益
的
収
支
で
は
、
事
業
収
益
1
億
９
５

４
９
万
円
、
事
業
費
用
3
億
５
８
１
万
1
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
1
億
１
１
２
０
万
5
千

円
は
当
年
度
純
損
失
と
な
り
、
25
年
度
に
欠

損
金
と
し
て
繰
り
越
し
ま
す
。
資
本
的
収
支

9月定例会



広報 MIYADA15

で
は
、
資
本
的
収
入
2
億
２
０
８
３
万
8
千

円
、
資
本
的
支
出
2
億
１
３
０
９
万
7
千
円

で
、
こ
の
う
ち
1
億
９
４
６
３
万
7
千
円
が

起
債
償
還
額
で
す
。

補
正
予
算

平
成
25
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
補
正
予
算

 

（
第
２
号
）

　
歳
入
で
は
、
普
通
交
付
税
や
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
歳
出

で
は
、職
員
給
与
削
減
に
伴
う
給
料
の
減
額
、

役
場
庁
舎
屋
根
改
修
工
事
、
松
く
い
虫
対
策

の
枯
損
木
処
理
、
小
学
校
北
村
道
２
１
０
号

線
改
良
工
事
、
村
道
17
号
線
道
路
改
良
測
量

設
計
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地

内
の
水
路
改
修
工
事
、
中
学
校
内
補
修
工
事

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
７
８
３
７
万
9
千
円
を
追
加
し
、
総
額
は

そ
れ
ぞ
れ
40
億
３
８
７
１
万
6
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

平
成
25
年
度
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算 

（
第
１
号
）

　
前
年
度
繰
越
金
、
後
期
高
齢
者
交
付
金
の

決
定
等
に
伴
う
補
正
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
６
１
６
９
万
円
を
追
加
し
、
総
額
は
そ
れ

ぞ
れ
8
億
１
０
０
９
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。

平
成
25
年
度
宮
田
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算 

（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定

に
伴
う
補
正
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
１
２
９
万
9
千
円
を
追
加
し
、
総
額
は
そ

れ
ぞ
れ
6
億
７
４
０
８
万
3
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

平
成
25
年
度
宮
田
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
確
定
に
伴
う

補
正
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
９
５
万
5

千
円
を
追
加
し
、
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
８
２
４

３
万
1
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
25
年
度
宮
田
村
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算 

（
第
２
号
）

　
職
員
給
与
削
減
に
伴
う
補
正
で
、
事
業
費

用
か
ら
13
万
9
千
円
減
額
す
る
も
の
で
す
。

平
成
25
年
度
宮
田
村
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算 

（
第
２
号
）

　
職
員
給
与
削
減
に
伴
う
補
正
で
、
事
業
費

用
か
ら
6
万
9
千
円
減
額
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他

長
野
県
上
伊
那
広
域
水
道
用
水
企
業
団
規
約

の
変
更
つ
い
て

宮
田
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
三
級
８
７
７
号
線
（
宮
田
村
１
４
９
２
番

地
先
〜
２
６
６
７
番
１
地
先
）
を
村
道
と
し

て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

意
見
書

・ 

森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
地
方
の
財
源
確
保
の
た
め
の
意

見
書

・ 

長
野
地
方
裁
判
所
各
支
部
に
お
け
る
労
働

審
判
事
件
の
取
扱
い
の
開
始
を
求
め
る
意

見
書

・ 

道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る
意
見
書

一
般
質
問

質
問
者
と
質
問
事
項

◎ 

一
般
質
問
の
詳
細
に
つ
い
て
は
会
議
録

が
で
き
ま
し
た
ら
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
す
。

大
石
　
智
之 

議
員

・ 

専
決
処
分
及
び
予
備
費
に
つ
い
て

・ 

公
共
契
約
に
つ
い
て

・ 

福
祉
に
つ
い
て

小
田
切
　
敏
明 

議
員

・ 「
子
育
て
支
援
日
本
一
の
村
づ
く
り
」
へ

の
考
え
方
に
つ
い
て

・ 

産
業
振
興
対
策
へ
の
考
え
に
つ
い
て

天
野
　
早
人 

議
員

・ 
行
財
政
改
革
の
計
画
的
遂
行

加
藤

　
恭
一 

議
員

・ 

Ｒ
１
５
３
バ
イ
パ
ス
の
ル
ー
ト
の
決
定
他

に
つ
い
て

・ 

人
材
活
用
、
組
織
機
構
に
つ
い
て

・ 

宮
田
村
の
観
光
に
つ
い
て

赤
羽
　
正 

議
員

・ 

目
指
す
村
政
の
、
姿
勢
と
施
策
に
つ
い
て

・ 

災
害
時
に
お
け
る
、
身
近
な
設
備
の
活
用

に
つ
い
て

・ 

景
観
を
め
ぐ
る
最
近
の
情
勢
つ
い
て

城
倉
　
栄
治 

議
員

・ 

西
山
山
麓
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

・ 

道
路
環
境
整
備
に
つ
い
て

宮
井
　
訓 

議
員

・ 

村
長
の
公
約
な
ど
に
つ
い
て

・ 

情
報
発
信
と
パ
ソ
コ
ン
の
問
題
に
つ
い
て

清
水
　
正
康 

議
員

・ 

狭
い
村
土
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

・ 

人
口
増
施
策
に
関
す
る
情
報
発
信
に
つ
い

て
・ 

副
村
長
の
所
感
に
つ
い
て

・ 

職
員
の
採
用
に
つ
い
て

久
保
田
　
秀
男 

議
員

・ 

小
田
切
村
政
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

田
中
　
一
男 

議
員

・ 

村
長
の
公
約
に
つ
い
て

・ 

１
５
３
号
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

・ 

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い
て

問
議
会
事
務
局

 

☎
85
‐
３
１
８
１
（
内
線
１
０
５
）
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Ecology

シリーズ 環境を考える
62 来年はあなたの家でも会社でも！
 グリーンカーテンコンテスト 2013　入賞作品

信州みやだワイン

の
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
受
講
生

が
「
紫
輝
」
に
合
う
料
理
と
し

て
あ
げ
て
い
た
チ
ー
ズ
や
紫
輝

彩
丼
の
具
、ピ
ザ
な
ど
に
加
え
、

鹿
肉
の
燻
製
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な

ど
を
揃
え
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

で
相
性
を
判
定
し
て
い
き
ま
し

た
。

　
お
つ
ま
み
の
研
究
は
、
ワ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
を
修
了
し
て
ワ
イ

ン
大
使
に
任
命
さ
れ
た
皆
さ
ん

が
集
う
「
み
や
だ
和
飲
会
」
で

も
同
様
に
行
い
、
レ
シ
ピ
の
作

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

紫輝に合う

 おつまみの研究

　
９
月
の
公
民
館
ワ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
は
、ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
合
同
で
「
ワ

イ
ン
と
料
理
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
男
女
の
結
婚

な
ど
を
表
す
言
葉
だ
が
、
主
に

ワ
イ
ン
と
の
食
べ
合
わ
せ
な
ど

を
表
現
す
る
と
き
に
使
わ
れ

る
）」
と
題
し
て
ワ
イ
ン
に
あ

う
お
つ
ま
み
の
研
究
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
軽
い
（
重
い
）
ワ
イ
ン
に

は
軽
い
（
重
い
）
料
理
」
な
ど

の
留
意
点
と
、「
ワ
イ
ン
の
色

と
料
理
を
合
わ
せ
る
」
な
ど
の

講
義
を
受
け
た
後
、
こ
れ
ま
で

ワインカレンダー VOL. 69

グランプリ

タカノ株式会社
　圧倒的なスケール！アサガオの花もきれいで、国
道を通るみなさんにも涼感を与えてくれました。す
でに連覇に向けて構想を練っていましたよ！

準グランプリ

春日朝子さん（南割）
　とにかく西日を遮るように
つくりました。パッションフ
ルーツの実がぐんぐん大きく
なっていくのも毎日の楽しみ
のひとつでした！

平澤美代志さん（町３）
　商店街を通る人にも楽しん
でもらえたらなぁと思ってい
ます。表彰してもらってうれ
しいです。作っていてよかっ
たなぁと思いました。準グランプリ

優
秀
賞

小林孝志さん（町２）
　たくさんできるゴーヤで
ゴーヤ茶をつくっています！
美容効果もあるそうですよ

西村義人さん（町３）
　今年は直に植えたらゴーヤ
がいっぱい穫れました。近所
にも配ってよろこんでもらっ
ています！

佐野榮一さん（大田切）
　いろんな種類のアサガオで
す。毎年育てていてその種を
利用して作っています

西保育園
東・こうめ保育園
　子どもたちも協力してつく
りました！

　この夏初めて開催したグリーンカーテンコン

テスト。猛暑の夏を涼しく爽やかに過ごせる力

作が応募されました。来年はみなさんのおうち

や会社でも取り組んでみましょう！
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こ
ん
に
ち
は
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
の
方
ま
で
日
本
舞
踊
を
楽
し
ん

で
い
る
鶴
乃
会
と
申
し
ま
す
。

　
宮
田
村
で
活
動
を
始
め
て
早
い

も
の
で
十
数
年
が
経
ち
ま
し
た
。

多
く
の
仲
間
と
巡
り
逢
い
、
先
生

の
ご
指
導
の
下
「
和
」
と
「
礼
儀

作
法
」
を
学
び
な
が
ら
、
技
術
向

上
を
目
指
し
て
稽
古
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。
生
徒
の
中
に
は
学
生
の

方
や
社
会
人
の
方
ま
で
様
々
で
、

忙
し
い
中
で
も
日
頃
の
ス
ト
レ
ス

の
発
散
を
し
た
り
、
週
末
の
楽
し

み
と
し
て
稽
古
を
し
て
お
り
ま

す
。
稽
古
に
励
み
精
進
さ
れ
た
方

は
、
家
元
と
一
緒
に
指
導
す
る
こ

と
が
で
き

る
「
指
導

員
」
や
、

名
前
を
頂

く
「
名
取
」

と
い
う
資

格
を
取
得

し
、
更
な

る
技
術
向

上
を
目
指

し
な
が
ら
、
次
の
世
代
へ
日
本
文

化
を
伝
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
日
本
舞
踊
が
途
絶

え
る
こ
と
な
く
伝
承
さ
れ
る
事
を

願
い
な
が
ら
楽
し
ん
で
稽
古
に
発

表
会
に
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
宮
田
村
文
化

祭
な
ど
の
発
表
会
で
お
逢
い
し
ま

し
ょ
う
。

（
次
回
＝
上
伊
那
岳
風
会
駒
ケ
岳
教
室
）

出
穂
に
ほ
ふ
な
だ
り
の
道
を
こ
ぎ
て
ゆ
く
子
ら
の
銀
輪
夕
陽
に
光
る

 

新
谷
　
秀
子
（
中
越
）

稔
り
穂
を
ゆ
ら
し
刈
り
ゆ
く
コ
ン
バ
イ
ン
音
轟
々
と
さ
な
が
ら
の
秋

 

友
野
も
と
子
（
南
割
）

「
あ
あ
よ
か
っ
た
こ
ん
な
所
に
ゐ
た
の
か
ね
」
諦
め
て
ゐ
た
杖
が
見
つ
か
り

 

平
澤

　
由
紀
（
町
３
）

朝
夕
の
秋
め
く
氣
配
そ
ば
の
花 

砂
場

　
隆
子
（
町
３
）

豊
穣
の
稲
穂
の
香
す
る
伊
那
の
里 

新
井
い
さ
子
（
町
１
）

ひ
ぐ
ら
し
の
一
際
高
く
日
暮
ど
き 

小
田
切
藤
彦
（
北
割
）

橋
一
つ
影
二
つ
遠
花
火 

本
田
　
幸
達
（
北
割
）

▲ワインと料理の相性を研究

▲本陣の説明を聞く参加者

▲バドミントン交流会参加者

▲街並みを見学する参加者

▲ワインと料理についての講義

　
8
月
31
日
、
第
２
回
の
ふ
る
さ
と

発
見
講
座
は
、
２
０
０
年
以
上
前
に

建
て
ら
れ
、
伊
那
街
道
で
唯
一
現
存

す
る
宮
田
宿
本
陣
の
文
化
財
と
し
て

の
価
値
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
信
州
伝

統
的
建
造
物
保
存
技
術
研
究
会
副
理

事
長
の
吉
澤
政
巳
講
師
か
ら
詳
し
く

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
３
回
目
は
9
月
21
日
に
行
わ
れ

参
加
者
は
旧
街
道
沿
い
の
土
蔵
な
ど

の
建
物
を
丸
山
幸
弘
講
師
（
県
建
築

士
会
）の
案
内
で
見
て
歩
き
ま
し
た
。

今
も
現
存
し
、
往
時
を
物
語
る
貴
重

な
建
物
な
ど
の
説
明
に
参
加
者
は
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
9
月
20
日
、
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が

合
同
で
開
催
さ
れ
、
23
名
に
の
ぼ
る

会
員
が
、「
紫
輝
に
合
う
お
つ
ま
み

の
研
究
」
と
銘
打
っ
て
、
紫
輝
彩
丼

の
具
や
各
種
チ
ー
ズ
・
ピ
ザ
・
ジ
ビ

エ
な
ど
の
お
つ
ま
み
を
試
食
し
な
が

ら
、
ワ
イ
ン
の
試
飲
も
楽
し
み
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
9
月
22
日
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流

会
に
26
名
が
参
加
し
、
交
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。交
流
会
は
17
回
を
数
え
、

村
外
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、
初
心

者
も
実
力
者
と
ペ
ア
を
組
む
な
ど
、

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
め
き
め
き
と
力

を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。秋
の
一
日
、

会
場
の
農
ト
レ
に
は
、
終
日
、
歓
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
合
同
開
催

盛
り
上
が
っ
た

 

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
交
流
会

ふ
る
さ
と
発
見
講
座

グループ
活動めぐり
（37）

鶴
乃
会

 

東
原
　
と
し
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五
輪
の
時
は
、
小
学
３
年
生
で
、
五

輪
中
は
、
学
校
か
ら
帰
宅
す
る
と
、

近
所
の
友
達
と
テ
レ
ビ
を
夢
中
で
見

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
は
今
回
の
開
催
決

定
で
、
五
輪
は
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る

も
の
と
思
っ
て
い
た
子
ど
も
の
頃
と

は
違
い
、
７
年
後
、
健
康
さ
え
気
を

付
け
て
い
れ
ば
、
自
分
の
眼
で
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
世
界
を
見
ら
れ
る
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ

た
い
と
思
う
。

　
ま
た
、
一
番
に
期
待
さ
れ
る
経
済

の
活
性
化
や
ス
ポ
ー
ツ
界
へ
の
良
い

刺
激
な
ど
で
、こ
れ
か
ら
の
日
本
は
、

元
気
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
う
。

　
五
輪
決
定
の
瞬
間
、
皆
さ
ん
は
、

ど
う
思
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
私

は
鳥
肌
も
の
で
し
た
。
７
年
後
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 

（
次
回
＝
伊
藤
進
さ
ん
）

案  

内

リレー随想
（386）

▲宮田とうふ工房にて▲一人一人の反応を待って

▲真剣に陶芸に取り組む会員

　
9
月
7
日
、
青
少
年
健
全
育
成
協

議
会
が
主
催
す
る
第
33
回
子
ど
も
ま

つ
り
が
ふ
れ
あ
い
広
場
で
開
か
れ
、

園
児
を
含
め
、
１
５
０
名
の
小
学
生

が
、
10
種
類
の
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
ま

し
た
。は
し
を
使
っ
た
ビ
ー
玉
移
動
、

空
き
缶
積
み
、
ホ
ー
ス
輪
投
げ
、
竹

の
跳
び
越
え
、
水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
倒
し
、
瓶
へ
の
水
注
ぎ
、
足

に
よ
る
ス
リ
ッ
パ
遠
投
な
ど
、
い
ず

れ
も
、気
の
抜
け
な
い
種
目
ば
か
り
。

上
位
入
賞
者
は
以
下
の
通
り
。

【
低
学
年
男
子
】 

①
保
科
充
希

　 

②
伊
藤
匠
馬 

③
伊
藤
和
羽

【
低
学
年
女
子
】 

①
西
尾
　
樹

　 

②
小
町
谷
日
花
里 

③
片
桐
萌
々
香

【
中
学
年
男
子
】 

①
横
尾
涼
平

　 

②
白
鳥
佑
空 

③
中
島
幸
登

【
中
学
年
女
子
】 

①
小
林
麻
央

　 

②
寺
門
　
凜 

③
松
田
　
楓

【
高
学
年
男
子
】 

①
田
中
大
達

　 

②
中
原
維
佐 

③
北
原
寛
太

【
高
学
年
女
子
】 

①
戸
田
優
菜

　 

②
山
中
さ
と
み 

③
小
澤
芽
依

た
設
備
に
学
級
生
の
関
心
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
9
月
25
日
、
第
５
回
目
の
リ
ト

ミ
ッ
ク
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
１

〜
２
歳
児
で
す
が
、
慣
れ
て
き
て
、

動
き
に
も
幅
が
出
て
き
ま
し
た
。
ピ

ア
ノ
や
指
示
を
聞
い
て
全
員
が
同
時

に
動
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
親
か

ら
離
れ
て
の
行
動
も
取
れ
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
笑
顔
も
多
く
な
り
、

成
長
が
見
ら
れ
ま
す
。残
る
は
３
回
、

12
月
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
9
月
25
日
、
お
や
じ
の
会
で
は
、

酒
井
秀
貴
さ
ん
を
講
師
に
、
陶
芸
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
の
空

き
缶
を
使
っ
て
、
板
状
に
延
ば
し
た

粘
土
で
ペ
ア
の
湯
の
み
を
作
り
ま
し

た
。
今
後
、
絵
付
け
を
し
、
村
の
文

化
祭
に
出
品
し
ま
す
。

　
9
月
13
日
、
宮
田
学
級
は
、
第
５

回
講
座
で
村
内
の
２
企
業
の
施
設
見

学
を
行
い
ま
し
た
。「
宮
田
と
う
ふ

工
房
」
で
は
、
こ
だ
わ
り
の
製
法
で

作
る
と
う
ふ
の
製
造
工
程
や
菓
子
製

造
を
見
学
し
ま
し
た
。介
護
施
設「
宅

幼
老
所
あ
ず
ま
家
河
原
町
」
で
は
、

多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
や
併
設
し

て
い
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
恵
ま
れ

☆
本
館
事
業

・ 

宮
田
学
級 

10
月
18
日

・ 

村
民
運
動
会 

10
月
20
日

・ 

お
や
じ
の
会 

10
月
22
日

・ 

女
性
学
級 

10
月
24
日

・ 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク 

10
月
27
日

・ 

お
や
じ
の
会 

10
月
31
日

・ 

文
化
祭
芸
能
発
表
リ
ハ
ー
サ
ル

 

10
月
31
日
〜
11
月
1
日

・ 

文
化
祭

　
準
備 

11
月
1
日

・ 

文
化
祭 

11
月
2
〜
3
日

・ 

ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス 

11
月
4
日

・ 

福
寿
学
級 

11
月
6
日

東
京
五
輪 

Ⅱ

 

福
村
　
良
隆
（
町
２
）

　
9
月
8
日
の
早
朝
、
２
０
２
０
年

夏
季
五
輪
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
地
が
東
京
に
決
ま
っ
た
。
決
定
の

瞬
間
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、
日

本
中
が
歓
喜
に
溢
れ
、
元
気
な
日
本

に
戻
れ
る
事
が
期
待
で
き
る
瞬
間
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
前
回
の
東
京

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

お
や
じ
の
会 

陶
芸
に
挑
戦

宮
田
学
級
村
内
施
設
見
学

ビー玉移動

竹の跳び越え

中学年男子入賞者

中学年女子入賞者

低学年男子入賞者

低学年女子入賞者

高学年男子入賞者

高学年女子入賞者

こ
ど
も
ま
つ
り

 
ゲ
ー
ム
ラ
リ
ー
に
150
名
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▲昨年度頒布会の様子

 

十
月
の
本
棚

宮田村図書館

 ☎ 85-2314（村民会館内）

　
本
年
度
も
図
書
館
ま
つ
り
に
お
い

て
廃
棄
本
と
雑
誌
の
無
料
頒
布
会
を

行
い
ま
す
。
二
〇
一
一
年
の
図
書
館

定
期
購
読
雑
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、

地
球
の
歩
き
方
、
古
い
小
説
な
ど
を

無
料
頒
布
い
た
し
ま
す
。
例
年
、
思

わ
ぬ
お
気
に
入
り
の
本
と
の
出
会
い

が
あ
っ
た
と
喜
ん
で
お
帰
り
に
な
ら

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
毎

年
の
好
評
企
画
で
す
。
ど
う
ぞ
お
出

か
け
下
さ
い
。

　
お
友
達
の
子
ウ
サ
ギ
の
ぴ
ょ
ん
こ

ち
ゃ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
く
て
、

き
れ
い
な
赤
い
花
を
摘
ん
だ
こ
ぐ
ま

の
く
う
。
で
も
そ
の
花
は
、
ぴ
ょ
ん

こ
ち
ゃ
ん
も
く
う
に
あ
げ
よ
う
と

思
っ
て
、
咲
く
の
を
ず
っ
と
待
っ
て

い
た
花
だ
っ
た
の
で
す
。
お
互
い
に

同
じ
事
を
し
て
あ
げ
よ
う
と
考
え
て

い
た
の
に
、
気
持
ち
が
行
き
違
う
二

人
。
そ
ん
な
時
、
赤
い
花
が
花
の
精

に
な
っ
て
二
人
を
と
り
も
っ
て
…
。

　
た
と
え
気
持
ち
の
行
き
違
い
が

あ
っ
て
も
、
仲
直
り
を
し
よ
う
と
い

う
の
勇
気
を
も
ら
え
ま
す
。
優
し
く

温
か
み
の
あ
る
絵
が
魅
力
の
読
み
応

え
の
あ
る
絵
本
で
す
。

〈 

新
着
図
書
紹
介 

〉

●
一
般
書

○
と
っ
て
お
き
の
幽ゆ

う
れ
い霊 （
赤あ

か
が
わ川
次じ

ろ

う郎
）

○
も
う
一い

っ

し枝
あ
れ
か
し

 

（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

○
生い

き
る
事こ

と

は
お
も
し
ろ
い

 

（
五い

つ

き木
　
寛ひ

ろ
ゆ
き之
）

○
こ
ん
な
に
も
優や

さ

し
い
、
世せ

か

い界
の
終お

　
わ
り
か
た 

（
市い

ち
か
わ川

　
拓た

く

じ司
）

○
す
っ
ぽ
ん
心

し
ん
じ
ゅ
う中 

（
戌い

ぬ

い井
　
昭あ

き

と人
）

○
か
く
て
老ろ

う
へ
い兵
は
消き

え
て
ゆ
く

 

（
佐さ

と

う藤
　
愛あ

い

こ子
）

○
殺こ

ろ

し
屋や

．ど

っ

と

こ

む

Ｃ
Ｏ
Ｍ （
曽そ

ね根
　
圭け
い
す
け介
）

○
Ｓ
の
継

け
い
し
ょ
う承 
（
堂ど

う

ば場
　
瞬

し
ゅ
ん
い
ち
一
）

○
レ
イ
ク･

ク
ロ
ー
バ
ー （
楡に

れ

周し
ゅ
う
へ
い
平
）

○
初は

つ
な
つ夏
の
色い

ろ 
（
橋は

し
も
と本

　
治

お
さ
む

）

○
極ご

く
じ
ょ
う
上
の
流る

て

ん転 

（
村む

ら
ま
つ松

　
友と

も

み視
）

○
八や

え重
の
桜

さ
く
ら 

３

○
西に

し

の
窓ま

ど

べ辺
へ
お
行い

き
な
さ
い

○
先せ

ん
せ
い生
、
殴な

ぐ

ら
な
い
で
！

○
金き

ん

継つ

ぎ
を
た
の
し
む

○
警け

い
こ
く告
！
身み

ぢ

か近
な
薬

く
す
り

の
副ふ

く
さ
よ
う

作
用

○
美び

は

だ肌
の
科か

が

く学

○
こ
と
ば
薬

ぐ
す
り

●
児
童
書

○
い
じ
め
っ
こ

○
ひ
み
つ
の
花は

な
だ
よ便
り

○
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
犬い

ぬ

○
ど
こ
か
い
き
の
バ
ス

○
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に
木き

を
植う

え
る

○
め
ざ
せ
！
給

き
ゅ
う
し
ょ
く
食
甲こ

う
し
え
ん

子
園

○
ま
る
ご
と
観か

ん
さ
つ察
富ふ

じ

さ

ん

士
山 

他

 

「
い
っ
し
ょ
に

 

　
　
　
読
も
う
か
」

 

「
こ
ぐ
ま
の
く
う
ち
ゃ
ん
」

 

あ
ま
ん
　
き
み
こ
／
文

 

黒
井
　
健
／
絵

 

童
心
社
／
発
行

図
書
館
行
事
の
ご
案
内

※
10
月
の
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は

26
日
（
土
）・
午
前
10
時
30
分
〜

学
習
室
（
小
学
生
・
幼
児
向
け
）

※
11
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

13
日
（
水
）・
午
前
10
時
30
分
〜

幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

無
料
頒
布
会
の
お
知
ら
せ

『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。 問総務課 企画情報係　☎ 85-3181

図
書
館
休
館
日

10
／
15
㈫
・
21
㈪
・
28
㈪

11
／
4
㈪
・
11
㈪
・
18
㈪
・
25
㈪

司法書士　富田事務所
◆ 相続・遺言に関する手続き
◆ 不動産の売買・贈与、建物の新築
◆ 住宅ローン完済の手続き
◆ 会社の設立・各種法人の変更登記
◆ 成年後見人の手続き・ご相談　など

※ご相談はご予約を

0265-98-8465

〒399-4301　上伊那郡宮田村 3280 番地
司法書士　富田　あさみ

（簡裁訴訟代理関係業務認定番号 401318 号）
（成年後見センター・リーガルサポート会員）

※ 

宮
田
村
図
書
館
ま
つ
り

 

11
月
23
日
㈯
〜
11
月
24
日
㈰

町三区平成25年度 宝くじ助成金

コミュニティー助成事業で

 除雪機 3 台購入
　宝くじの社会貢献広報事業である「コミュ

ニティ助成事業」を活用し、町三区が除雪機

を宝くじの助成金を活用し購入しました。 問総務課 企画情報係 ☎ 85-3181

ペットボトルをつぶさずに出す

と、資源小屋のBOXがすぐいっ

ぱいになってしまいます。分別

ガイドブックに従い、ペットボ

トルは軽くつぶして出していた

だきますようお願いします。

　問住民課 環境係 ☎ 85-5861
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広
 報

こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

N
O
.4
6
4
  2
0
1
3
 10

■
発
行
/
長
野
県
上
伊
那
郡
宮
田
村
役
場
　
　
　
☎
0265-85-3181

■
編
集
/
広
報
編
集
委
員
会
　
E
-m
a
il　
som
u@
vill.m

iya
da
.na
g
a
no.jp

■
印
刷
/
龍
共
印
刷
株
式
会
社
　
　
■
平
成
25
年
10
月
10
日
発
行

『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。 問総務課 企画情報係　☎ 85-3181

給 食 de
大きくなあれ
～地産地消・栄養たっぷり～

① しょうゆとみじん切りに

したしょうがに鶏もも肉

を漬け、下味をつけます。

② 薄力粉と卵を混ぜ、とろ

とろの衣になるように水

で調節します。

③ ①に②とコーンフレーク

をつけ、180℃の油で 6～

7分揚げます。

作り方

　
8
月
25
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
空

き
ビ
ン
空
き
缶
回
収
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
た
く
さ
ん

の
空
き
ビ
ン
空
き
缶
を
集
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
今
年
度
は
昨
年
度

を
上
回
る
約
21
万
円
の
収
益
が
あ

り
、
梅
樹
祭
の
資
金
を
主
と
し
て
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
と

あ
り
が
た
い
で
す
。
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

宮
田
中
学
校
長 

矢
澤
勝
義

梅
樹
祭
実
行
委
員
長 

松
田
汐
梨

地
区
生
徒
会
長 

堀
井
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー

地
区
生
徒
会
担
当 

三
ツ
橋
麻
美

問
宮
田
中
学
校 

☎
85
‐
２
０
０
４

中
学
校
空
き
ビ
ン
・
空
き
缶
回
収
ご
協
力
の
お
礼

エコチル信州　2013

秋のエコチルフェスティバル

■日時 11 月 9 日（土）午前 10 時から午後 2時まで
■会場 伊那市駅前　いなっせ 6階ホール
■内容 ・ エコチル調査の進捗状況
 ・ 講演●ご存じですか？慢性腎臓病（CKD）- 新た

な国民病 -子どもからのケア●妊娠中の母親の栄

養状態が赤ちゃんに与える影響について　ほか

 ・ 上伊那薬剤師会、上伊那歯科医師会によるパネ

ル展示・相談など

 ・ 安曇野人形劇「ホーボーズ・パペットシアター」

公演「赤ずきんちゃん」　など

■その他 託児を希望される場合はご予約が必要です。
問信州大学医学部小児環境保健疫学研究センター ☎ 0263-37-3179

▲ バットの中で、下味をつけます

▲ ひとつずつ丁ねいに、衣とコー
ンフレークをしっかりつけてい
きます

▲ フライヤーのなかで 180℃で
 ６～７分揚げます

公民館
（成人式）

　宮田村では、成人式の際に中学校のランチルームで給
食を食べます。これには、当時の給食を食べることで「ふ
るさと宮田村」を再認識してほしいという願いが込めら
れています。地元で採れた野菜をたっぷり使った栄養満
点の給食は、中学校を卒業して 6年経った今だからこ
そ感じられる何かがあるのではないでしょうか。

この日の献立

・わかめごはん
・若鶏のコーンフレーク揚げ
・えのきの酢の物
・かきたま汁
・すずらん牛乳

材 料 4人分
鶏もも肉……………55 g × 4切
しょうが…………………… 5 g
こい口しょうゆ … 18 g（大さじ 1）
薄力粉……… 35 g（約大さじ 4）
卵………… 20 g（約 1 ／ 2個）
水……………………………適量
コーンフレーク……………65 g
揚げ油………………………適量

若鶏のコーンフレーク揚げ

　2011 年からスタートしたエコチル調査（子どもの健康と

環境に関する全国調査）。エコチルフェスティバルは妊娠、

出産そして育児をサポートするイベントです。入場無料。皆

さんでお出かけください。

 （主催：甲信エコチル調査運営協議会　信州部会、後援：宮田村など）




